
 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 目的意識の大切さ ～「３人のレンガ職人の話」より～ 

  
校長 水科 貴之  

 
本格的な夏の暑さの到来です。１学期の72日間、生徒は感染症や熱中症に気を付けながら日々の授業や

諸活動に意欲的に取り組む姿が見られ、大きな成長を感じました。23日（土）からは34日間の夏休みに入
ります。学校を離れて学ぶことができる貴重な期間です。普段なかなかできないことに挑戦してみること
も大切です。67名全員にとって、安全で有意義な夏休みになることを願っています。 
 
さて、７月は新潟県では「夢創造、ナビゲーション月間」として位置

付け、教師や家族が生徒の生き方を一緒に考えるとともに、生徒自身が
自分の生き方をじっくりと考える機会としています。６月にはキャリア
教育の一環として、書・篆刻作家の柳澤魁秀様からご講演をいただきま
した。柳澤様は「一流とは、目的が明確である」とおっしゃっていまし
た。そこで今回は「目的意識の大切さ」について考えてほしいため、イ
ソップ寓話の「３人のレンガ職人」について紹介します。 

 

３人の職人がレンガを積んでいました。そこを通りがかった旅人が、職人たちに「何をしているのです
か？」と声をかけました。しかし、３人とも返ってくる答えが全く異なっていました。 

３人ともレンガを積み上げるという仕事は同じです。しかし、３人の目的意識（考え方）が全く違いま
す。１人目の職人は、レンガを積むことが目的です。しかも人に言われ、嫌々仕事をやらされています。
２人目の職人は、お金を稼ぐことが目的です。多少の犠牲はあっても目的を果たすためには、仕方がない
と考えています。３人目の職人は、人を幸せにすることが目的です。仕事に対する誇りを持ち、仕事がで
きること、人の役に立てることに感謝しています。目的意識（考え方）が違えば、仕事に対するモチベ
ーション（意欲）も違います。意欲が違えば成果も全く変わってきます。 

 

「レンガ積み」を「勉強」に置き換えてみたらどうでしょうか。１人目はやらされて、２人目はテスト
の点数を取るために、３人目は将来の自分の人生に生かすため、人の役に立つ仕事をするためです。同じ
勉強でも、目的意識次第で、意欲や結果は大きく変わります。勉強はもちろんですがぜひ各種行事や部活
動でも「目的意識」を大切にしながら、行動してほしいと願っています。 

 

実はこの話には続きがあります。数年後、この３人が何をしていたかというと、１人目は、相変わらず
文句を言いながらレンガを積んでいました。２人目は、賃金が高い危険が伴う仕事をしていました。そし
て３人目は、現場責任者として多くの職人を育てていたそうです。 
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１人目の職人からは「親方の命令でレンガを積んでいるのさ。 見ればわかるだろ」という答えが返ってきました。 

「仕事は大変で、不満だよ！」と怒った表情で話をしていました。 

２人目の職人からは「風よけのために、大きな壁を造っているのさ」という答えが返ってきました。  

「家族を養っていくためのお金をもらえるし、大変だなんて言ったら罰が当たるよ！」と話をしていました。 

３人目の職人からは，「村人のために歴史に残る偉大な教会を造っているのさ。大勢の人が笑顔になれる場所を造っ

てあげたいんだ」という答えが返ってきました。 

「とてもやりがいのある、素晴らしい仕事だよ！」と明るい表情で話をしていました。  



 

 

＜６月１７日 ３年高校説明会 ＞ 

 

17日は、12カ校の高校の先生方からおいでいただき、高校説明 

を行いました。参加校は高田高校、高田北城高校、高田農業高校、 

高田商業高校、上越総合技術高校、久比岐高校、海洋高校、柏崎 

高校、柏崎常盤高校、柏崎工業高校、柏崎総合高校、新井高校 

（敬称略）です。３年生は、真剣にメモをとりながら聞いていまし 

た。進路に向けて自分の考えや希望をまとめ、進学に向けて準備を 

進めていきましょう。 

  
 

＜６月２０・２４・２５日 上越地区各種大会＞ 
例年になく短い梅雨の期間でしたが、代わりに一気に夏の暑さがやってきました。猛暑の中、激闘を勝

ち抜き、県総合体育大会出場を決めることができた皆さん、おめでとうございます！ 

【地区大会結果】 

○男子ソフトテニス部 

 ・団体戦 予選リーグ２位（決勝トーナメント進出） 

      決勝トーナメント２位 ・・・県大会出場 

 ・個人戦 Ｈ・Ｒ、Ｓ・Ｍペア ３位・・県大会出場 

       Ｈ・Ｓ、Ｓ・Ｈペア 決勝トーナメント出場 

○女子ソフトテニス部 

 ・団体戦 予選リーグ２位 

 ・個人戦 Ｍ・Ｓ、Ｓ・Ｓペア 決勝トーナメント出場 

○剣道部  

・女子団体戦 予選リーグ４位 

・女子個人戦  Ｋ・Ｉベスト16 

       

  

 

 

 

 

 

 

  

＜７月１６日・１７日  新潟県中学校総合体育大会＞ 

特設陸上部    四種競技 ２年 Ｏ・Ｍ 出場 

男子テニス部   団体戦  ２回戦敗退  

         個人戦  Ｈ・Ｒ、Ｓ・Ｍペア ベスト16  

 



 

 

＜６月２３日 体育祭軍決め＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和４年度の体育祭に向けて動き出しました。23日は、各クラス2つに分かれたグループの軍色を決

める生徒会のイベントがありました。 

大縄跳び（団体）、ドリブルシュート、もの当てゲーム、縄跳び（個人）、ぐるぐるバットを経て、両

チームの団結力を見せてくれました。代表が選んだ旗で軍色と軍の構成メンバーが決定しました。 

団長には、青軍３年 Ｈ・Ｓさん、紅軍３年 Ｙ・Ｈさんが決まりそれぞれの軍を率いて勝利を目指

して闘います。 

＜７月５～７日 ３年職場体験学習＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

３年生19名が吉川区の事業所で３日間の職場体験を行いました。本来は昨年の夏休み期間中に職場体

験（５日間）を２年生で実施する予定でしたが、コロナ禍の影響のため今年度に変更して行いました。

地域の事業所へ向かい、｢社会人としてのマナー｣を身につけたり、働く大人の方の皆さんからやりがい

や苦労を学んだりすることができました。学校へ戻ってきた３年生の顔が、とてもいい表情で、多くを

学ぶことができたと確信しました。 

お忙しい中、受け入れにご協力いただきました事業所の皆様に、厚くお礼申し上げます。 

＜受け入れ先事業所(敬称略)＞ 
・スカイトピア遊ランド ・源建設   ・吉川郵便局   ・旭郵便局   ・猪子田郵便局   

・ゆったりの郷     ・吉川総合事務所   



 

 

＜７月６日 やったれ祭り竿灯づくり＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８月６日(土)に行われるやったれ祭りに向けて、稲穂竿灯作りを行いました。３年生が職場体験中で

あったことから、１・２年生48名による作業となりました。１・２年生の混合で班を作り、昨年も竿灯

作りをした経験を生かして作り方を２年生が教えながら50本あまりの新しい竿灯が作られました。 

 やったれ祭り実行委員会様より、新たに祭りのＴシャツを追加して作っていただくことになりました。

当日、これを着てさらに祭りを盛り上げていきましょう。 

 

△▼△▼△▼  第１回小中合同学校運営協議会を実施しました  △▼△▼△▼ 
                         6月28日に第1回吉川区小中学校合同学校運営委員会が中学 

校を会場に実施されました。役員の任命、小中役員の顔合わせを

行い、委員の方々から令和４年度の取組内容について承認をい

ただきました。 

                  昨年度に引き続き、３部会（学力向上・心の育成・たくまし

い身体育成）の活動を柱に、吉川区の子どもたちの教育活動に

取り組んで参ります。 

                          

 

 
 ８月 
 

 
 
 

【第２期 挑戦・自立期】 
・学習と部活動に燃え、体力を向上させよう。 
・地域での勤労体験・奉仕活動に取り組もう。 

 6日 
   7日   
19日 

  24日 
 26日 
  30日 
  31日 

土 
日
金 
水 
金 
火
水 

吉川区やったれ祭り 
 学校閉庁日（～１５日まで） 
３年上進連テスト① １・２年登校日 
 夏休み課題提出締切 
 ２学期始業式 
 第３期教育期集会 
 専門委員会 

 
          ＊＊＊＊ 保護者の皆様へお知らせ ＊＊＊ 
上越市教育委員会の通知を受け、吉川中学校では8月7日(日)～15日(月)の期間を学校無人化とする 

ことにしました。（この間、学校職員は不在となります。） 
◎ 緊急の場合は 吉川中学校緊急電話 ０８０－７１８９－０８９６ にお知らせください。 
◎ 学校につながらない場合は  

上越市教育委員会学校教育課緊急電話 ０８０－２３７１－０７８１ 
土・日・祝日も閉庁日となりますので、同様の対応をお願いします。ご不自由をおかけしますが、 

ご理解とご協力をお願いします。 


